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1．は じめに

　90年代以降、高校卒業後に進学も就職もしな

い 「無業者」 （文部科学省 『学校基本調劃 に よ

る 。 98 年より 「左記以外の 者」 と改称）が黼

してい る。 最新の データによれば、200藍年 3 月

に全国で 9．　8％ （13万人）に昇 っ て い る 。 無業

者率は地域によっ て格差があるが、こ の高卒無

業者問題は学校か ら職業あるい は進学へ の ス ム

ーズな移行の崩れ として問題視され、近年研究

が行われ っ っ ある （苅谷ほか　1997、粒来　1997、

耳塚ほ か　2000、日本労働研究機構　2000 な

ど）。

　これ まで の 無業者研究か らは 、 大都市の 進路

多様校を中心に無業者が輩出されて い るこ とが

明らか になっ て い る （耳塚ほか 2000）。そ して

無業者が生み出される背景には 、就職との 関連

では労働力需要側の 変化によ っ て未就職者が増

加 して い る こ と、 進学との 関連では家縫の 経済

的要因によっ て進学困難な者が増加 しているこ

とな どが挙げられて い る （段本労働研究機構

2000）。さらに、普通科進路多様校では、まん 中

ぐらい の 成績 の 者に進路選択が遅延 して い るが、

職業科に比 べ て適切な進路指導が行われない た

めに無業者になっ て い くとい う普通科に特徼的

なプ ロ セ ス があるこ とも描かれて い る （粒来

1997）。

　こ の ように、高卒無業者になっ て い く背景に

は い くつ かの 要因が挙げられ るが、 嬲 りによる

差異につ い て も徐 々 に関心が持たれて い る。 小

杉 （2001）は、高卒無業者の 中に フ リーターと

呼ばれ る非正規雇用者が含まれて い ることを取

り上げ、その属性をまとめてい る。 それに よる

と、  2000年では 15〜34歳の パ ー
ト・アル バ

イ ト就業者数は男性 83 万人、女性 （無配偶）110

万人 と女性が全体の約 6割を毒め て い る 。 また

24 歳以下の非正規雇用比率は男性 20％、 女性

26％であるなど女性の ほ うが多い 　  20 代前

半までが多いが 、 次第に 20代後半以降の ものが

墸えて い る   学歴は高卒の もの が過半数  

首都圏、関西圏に集中して い る、となっ て い る。

200弖年 3月卒の 高卒者におい ても、 全国の 高卒

無業者は男子 9．0％ （6 万人）、女子 UO．　6％ （7
万人） とやは り女子に多い

。 では 、 無業者とい

う進路には 、 どの よ うに して性による偏りが出

て くるの だろうか。

　従来 、 進路分化研究では 、 学校ランクや成績

が生徒の進略志望を内面化 させ、自分にふ さわ

しい 進路にふ りわけ られて い くとい うメリ トク

ラテ ィ ッ クなメカ ニ ズム に注 目して きた。しか

し家庭や学校では 、 子 どもが男子 で あるか女子

であるか に よっ て 、 進路や将来に 異なっ た期待

を持 っ て い るこ と （たとえば、「男子 は四大、女

子は短大1 「男子は職業を持ち、 女子は結婚 して

一
人前」 など）が多い。特に女子の 進路選択研

究か らは、学校や家庭で の 性役割観が重要な意

味を持 っ てお り、それによっ て 女子が鰈 志向

を持つ か 、 母 ・妻役割を志向するか に分か れ て

い くこ と （中西　1993など）が明 らかになっ た 。

っ まり、 進路選択に ジェ ンダーとい う非メ リト

クラテ ィ ッ クな要因が関与して い るの である 。

したが っ て無業者とい う進路に男女で偏りが生

じ て い る背景に は、こ うし たジ ェ ン ダーの要因

が関わっ て い る こ とも十分考えられ る。

　これ までの無業者研究では 、 無業者の 多くが

輩出され て い る進路多様校に注 目し、 そ の メカ

ニ ズ ム を解明し始め て い るが、ジェ ンダ
ー

の観

点か らの研究はまだあまり行われて い ない の が

現状である。そこで本稿は、進路多様校といわ

れる都立高校の 生徒を対象とした調査か ら 、 無

業者 とい う進路にどの ようにして性の 偏 りが出

て くるの かに つ い て分析をおこなう。

2 ．実証研究の対象と方法

　本発表で鋼い るデータは「高卒無業者研究会j

（耳塚寛明 （主査）・小杉礼子 ・佐藤 （粒来）香 ・

長須正明 ・大道真佐美 ・堀有喜衣 ・諸田裕子）

が行なっ た高校 3年生対象の質問紙調査を基に

して い る。

対象 ：東京都に所在する高等学校 17校に在学す

る高校 3年生。調i酬 象校は相対的に 無業者を

多く出してい るい わゆる進路多様挽 地域的な

バ ラン ス と学科を考慮 して対象校を選定し、調

査をご承諾頂い た 17 都立高校の 3 年生 2131

名に対して行われた 。 普通科 11校、専門学科 6

楓

調査時期 ：2001年 皿月

調査方法 ：質問紙に よる藥団自諱檎 調査

調査内容 ：校内 ・校外生活の過ごし方および予

定進路

回収票 の 構成 ：嬲 ll＜男子 905 名　女子 1fl67
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名　無回答 59 名〉　学科別く普通科 1297 名

農業科 180名　工業科 165名　商業科 489 名〉

3 ．分析結果

3 − 1．男女の卒巣後の進路予定

　まず卒業後の進路予定を把握する。男子 では、

　「四大 ・浪人」が 3 割近くと最も多く 、
つ い で

　「専各進学」が 2 割を超えて い る。

一方女子は、

　「正社員内定」 「専各進学亅が 2 割を超えて い る

が、「フ リ
ー

タ
ー

」と回答 した者も約 2割 と多い 。

フ リ
ー

タ
ー

につ い て は、女子は 正7．7％で 、 男子

9．　9％の約 2 倍で ある。 さらに本調査では、調査

時点で就職または進学を希望 しては い るが、ま

だ就職内定をもらっ て い ない 者や進学先の 決ま

っ て い ない 者 （四大希望者を除く）をフ リ
ー

タ
ー予備軍 と位置付け、「準フ リー

タ
ー

」とカ テ ゴ

ライズ した。それによる と 「準フ リ
ー

タ
ー

」は、

女子 11．9％ 、 男子 15．　2％ となっ た。 準フ リータ
ー

は、今後進路未定の ままで卒業す る可能性が

高い ため、本稿で は 「フ リー
タ
ー

」 と 「準プ リ
ーター

」 を合わせ て 「高卒無業者」 とし、以下

の分析を行 っ てい く。

3 − 2 ．男女の卒業後の 進路予定と高 3春の

　　　　進路志望の 関係

　高 3春の時点の進路志望が どの ぐらい 実現 し

て い るか を見ると、男子で は 「就職1志望と 「専

各1志望で約 6割がそれぞれ志望を実現させ た。

また 「四大進学亅希望者も浪人を含めた約 7割

が 自分の進路希望を達成 して い る。

一
方 、 無業

者となっ た割合を見ると 、 フ リ
ー

ターになっ た

者は当初か ら 「フ リーターj 志望者の 4割強で

最も多くでてお り、「その他」か ら 3割でて い る。

また 「就職」志望や 「専各」志望か らは、ブ リ
ー

タ
ー

よ りもむ しろ準フ リーター
になる割合が

高くなっ て い る。

　女子 で は 、「就職 志望 と 「四大」志望でそれ

ぞれ約 6 割が 当初 の 志望を達成し、「専各」志望

と 「短大1 志望は約 5割となっ て い る。
一
方、

無 業者 とな っ た割合を見ると 、 フ リーター
にな

っ たもの は 「フ リ
ー

タ
ー

」志望者が約 5割強 と

最も高く 、
「その他」 「不考J から 3割、「就職」

か らも 1割強で て い る。 そして 、 準フ リ
ー

タ
ー

よ りはフ リーター
になる割合が高い の が特徴的

である。

3 − 3 ．フ リ
ータを意識する時期の差

　結果的に無業者になるとはい え、春の時点で

は生徒たちは い ろい ろな希望を持 っ て い た。 し

か し、「フ リ
ー

ター
になるだろう亅 「フ リ

ー
タ
ー

になりたい 亅など 1年の 間で 次第に フ リ
ー

ター

を1 つ の 進路として意識 して い くよ うに なる 。

無業者 となる者たちの 中で 、自分の 進路希望を

　「フ リーター
」 と回答した時期を見ると、その

時期は男子よりも女子に早く表れ、またその 割

合 も高い。春に 「就職亅希望だ っ た女子は、夏

で約 3割、秋には半数がフ リーターを考えるよ

うにな っ て い る。また 「専各」希望者は夏で約

1割強、秋に 3割であ り、「不考」で は秋に 4割

が 「フ リ
ー

タ
ー

」と答えて い た。 男子では 、
「専

各」 希望者の約 3割が秋に 「フ リ
ー

タ
ー

］を選

ぶ ようになるもの の 、「就職」希望か ら 「フ リー

ター
」 に変更するもの は秋の時点で も3 割に満

たない。男子は最後まで 「フ リ
ー

ター
亅 とい う

進路を回避しよ うと して い た と考えられ る。 女
子は早期に 「フ リーター

」を選択 しその まま無

業者となっ て い っ たこ とがわか る。

　 さて高 3 春か ら 「フ リ
ー

タ
ー

」志望だ っ た者

は 、 年間を通して も男女とも非常に高い割合で

「フ リ
ー

ター
」 志望を維持 して い る。 1年間を

通 じて フ リーターを希望し続けて い た 「確信プ

リ
ー

タ
ー

亅 は 、 女子で は女子 無業者全体の

14．・8％ を占めて い るの に対 して 、 男子で は

7、0％と女子の半分に過ぎなか っ た 。 こ の こ とか

らも、女子は男子 よりもフ リ
ー

タ
ー

を 1つ の 進

路として早 くか ら認識し 、 それ を維持して い く

傾向が強 い こ とが明 らか になっ た。また早期か

らの 「フ リーター
」志望者は 、「先生に相談を し

た」者が 2割程度い るが、「求人票を見る亅 「進

学模試 を受ける」 などの進路活動をま っ たく行

っ てい なかっ た。 確信フ リ
ー

ターた ちは、後か

ら無業者になっ て きた者 とは明らかに異なる状

況か ら生み出されて い る と考えられ る。
こ の よ

うな無業者の発生プ ロ セ ス に 、 男女で どの よう

な違い があるかにつ い て、当日詳 しい データを

配布する。
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